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平成２７年度１２月各会計別予算の状況

一般会計補正予算（第３号）

１２月定例議会で決まったこと

国民健康保険特別会計（第２号） 介護保険特別会計（第 3号）

主な収入 主な歳出

（　　　　　 ）

第 8回定例会 2

一般会計補正予算（第 3 号）

国民健康保険特別会計補正予算（第 2 号）

介護保険特別会計補正予算（第 3 号）

地方交付税

県支出金

国庫支出金

財産収入

（過疎対策事業債）

選挙人名簿システム
改修費補助金

（建物賃貸料）

（　　　　　  ）

千客万来支援事業
補助金ほか

村　債

2,349 万円

尾瀬の郷づくり事業

児童館管理費

道路維持修繕費

観光施設管理委託事業

478 万円

1,450 万円

500 万円

380 万円

消防施設設置管理
200 万円

県単治山事業

「野菜王国・ぐんま」
総合対策事業

150 万円

270 万円

61 万円

5万円

83 万円
1,000 万円

補正額 補正後の額会　計　名

3,500 万円

歳出予算振替

649 万円

45 億 5,500 万円

9 億 4,772 万円

5 億 5,100 万円

　平成 27 年第８回片品村議会定例会（12 月議会）を、12 月 4 日～11 日
までの8日間にわたり開催しました。
　平成27年度一般会計補正予算、平成27年度特別会計補正予算、条例の制定
及び改正、工事請負契約の締結などの議案が提案され、いずれも全員賛成で原案
どおり可決しました。

歳　入
　国庫支出金　  53 万円

　　　　一般会計繰入金 11 万円

歳　出
　

一般管理費　  64 万円

歳　入
　

歳　出
　

無　し

歳出予算振替



・物件売買契約

・物件売買契約

第７回臨時会

■
片
品
村
行
政
手
続
に
お
け
る

　
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

　
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

　
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

　
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例

　
の
制
定

■
片
品
村
税
条
例
の
一
部
を

　
改
正

■
片
品
村
児
童
館
の
設
置
及
び

　
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
を
改
正

■
片
品
村
防
災
行
政
無
線
施
設

　
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

工事請負契約 人権擁護委員候補者に千明さん

第 8回定例会3

契約の目的　　片品村スクールバス購入（マイクロバス）
品名種類及び数量
・日野自動車　リエッセⅡ　ＬＸ ショートボデー　３台
・日野自動車　リエッセⅡ　ＬＸ ロングボデー　　３台
　　　　　　　　　　　　　及び車両に付属する装備等
契約の方法　　指名競争入札
契約金額　　　3,729 万円
契約の相手方　タナベ自動車整備工場 
納入期限　　　 平成２８年３月１日

▲
▲

▲
▲
▲
▲

契約の目的　　片品村スクールバス購入（14 人乗りワゴン車）
品名種類及び数量
・ハイエースコミューター  GL4 ドア 4WD 14 人乗り  ２台
　　　　　　　　　　　　　　　及び車両に付属する装備等
契約の方法　　指名競争入札
契約金額　　　705 万円
契約の相手方　入沢電装サービス
納入期限　　　 平成２８年３月１日

▲
▲

▲
▲
▲
▲

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
等
に

つ
い
て
必
要
な
事
項
の
制
定

　
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の

一
部
を
改
正

　
下
平
児
童
館
の
閉
館
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正

　
た
か
さ
き
消
防
共
同
指
令
セ

ン
タ
ー
の
運
用
開
始
に
伴
い
、

消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
と
本
村
の

防
災
行
政
無
線
を
連
動
さ
せ
る

に
あ
た
り
、
条
例
の
一
部
を
改
正

千明　ふさ子  さん

○契約の目的

○契約の方法

○契約金額

○契約の相手方

○工期

学校橋橋梁長寿命化修繕工事

指名競争入札による契約

金 4,503 万円

株式会社　星野組

契約の日から

平成 28 年 3 月 31 日まで

　人権擁護委員に千明ふさ子さん（幡谷）
を推薦する村長の諮問に対し議会は、全員
一致で適任と認め答申しました。



総
務
文
教
常
任
委
員
会

協
議
事
項

答

答

答

常任委員会協議

・  

外
構
工
事
は
、
校
舎
後
ろ
側

　

の
縦
格
子
の
フ
ェ
ン
ス
、
高
さ

　

１
２
０
㎝
を
１
４
１
ｍ
、
人

　

家
側
は
高
さ
１
１
０
㎝
で　

　

ｍ
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

・  

建
築
工
事
は
、
予
定
ど
お
り

　

進
ん
で
い
ま
す
が
、
外
構
工
事

　

に
つ
い
て
は
、
当
初
設
計
に

　

入
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

　

追
加
し
、
本
体
工
事
の
変
更

　

を
含
め
て
３
月　

日
ま
で
工

　

期
の
延
長
と
な
り
ま
し
た
。

4常 任 委 員 会

30

　
　
村
の
奨
学
金
に
所
得
制
限

が
あ
る
が
、
全
員
に
支
援
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　

審
査
委
員
会
で
協
議
す
る
こ

と
や
、
国
の
政
策
等
を
考
え
検

討
し
ま
す
。

・  

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
は
、
ス
ク

　

ー
ル
バ
ス
の
ロ
ー
タ
リ
ー
部

　

分
・
校
舎
周
辺
駐
車
場
。
児

　

童
の
通
路
は
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

　

キ
ン
グ
を
使
用
し
ま
す
。

・  

臨
時
校
舎
は
、
プ
ー
ル
を
年

　

度
内
に
解
体
し
て
、
補
助
金

　

の
交
付
決
定
を
受
け
た
後
、

　

速
や
か
に
体
育
館
の
東
側
に

　

Ｂ
棟
・
北
側
に
Ａ
棟
を
建
築

　

す
る
予
定
で
す
。

・  

臨
時
校
舎
は
、
Ａ
棟
Ｂ
棟
と

　

も
鉄
骨
造
り
２
階
建
て
、
普

　

通
教
室
６
室
ほ
か
で
す
。

・  

新
校
舎
は
、
木
造
平
屋
建
て

　

普
通
教
室
５
室
ほ
か
で
す
。

・  

防
球
ネ
ッ
ト
は
高
さ
５
ｍ
の

　

支
柱
を
立
て
て　

ｍ
の
長
さ

　

を
設
置
し
ま
す
。

・  

平
成　

年
度
第　

回
全
国
高

　

校
総
体
ス
キ
ー
大
会
の
シ
ン

　

ボ
ル
マ
ー
ク
と
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

が
決
定
し
、
ポ
ス
タ
ー
の
募

　

集
に
入
っ
て
準
備
を
進
め
て

　

い
ま
す
。

　

決
定
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

　

﹃
尾
瀬
に
翔
べ
！  

君
が
輝
く

　

  

銀
世
界
﹄
で
す
。

・  

新
児
童
館
の
面
積
は
６
０
０

　

㎡
か
ら
６
３
０
㎡
ぐ
ら
い
を

　

予
定
し
て
い
ま
す
。

︵
委
員
長　

千
明　

道
太
︶

・  

本
体
工
事
の
変
更
は
、
基
礎

　

工
事
に
係
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　

関
係
を
１
０
０
㎡
強
の
追
加

　

及
び
カ
ー
テ
ン
１
０
１
枚
の
購

　

入
で
す
。

︻
教
育
委
員
会
報
告
︼

︻
中
学
校
建
築
︼

︻
平
成　

年
度
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

 

ス
キ
ー
大
会
関
係
の
報
告
︼

︻
保
健
福
祉
課
報
告
︼

　
　
ス
タ
ッ
フ
等
の
ウ
ェ
ア
な

ど
は
。

問
　

ウ
ェ
ア
、
接
遇
等
を
含
め
て
、

高
体
連
で
の
対
応
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

︵
教
育
長
︶

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

一
、
小
学
校
の
建
築
現
況
に

　
　
つ
い
て

問

　
　
新
校
舎
に
普
通
教
室
が
５

室
あ
る
が
、
近
年
の
う
ち
に
一

学
年
一
学
級
が
定
常
化
す
る
が

空
き
教
室
の
対
策
は
。

　

少
人
数
学
級
に
よ
る
習
塾
度

別
授
業
を
考
え
て
い
ま
す
。
中

学
校
か
ら
も
、
整
備
の
要
望
を

受
け
て
い
ま
す
。

︵
教
育
長
︶

問

プールが解体され跡地に臨時校舎が設けられる

完成間近の片品小学校新校舎

決定した
インターハイスキー大会の

シンボルマーク

81

81

28 28

66

委員が慎重に審議しました



請願審議結果

常 任 委 員 会

協
議
事
項

答答

答 答

答

答

答

答答

答結
果

観
光
産
業
常
任
委
員
会

5

新たに 2 種免許を取得した尾瀬ツーリスト

問
︵
副
村
長
︶

　
　
花
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
費

用
の
内
訳
は
？

問　
　
し
尿
処
理
施
設
の
視
察
を

委
員
会
で
行
っ
た
が
、
視
察
を

糧
と
し
た
取
組
は
？

　

照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
内

風
呂
の
天
井
の
塗
装
工
事
で
す
。

︵
農
林
建
設
課
︶

　

年
間
５ 

０
０
０
万
弱
の
費
用

を
か
け
て
、
し
尿
や
浄
化
槽
汚

泥
を
他
の
組
合
等
で
処
理
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、　

 

年
度

に
交
付
金
申
請
を
行
い　

年
度

以
降
に
既
存
の
農
業
集
落
排
水

施
設
等
を
利
用
し
た
整
備
を
推

進
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
︶

　
　
尾
瀬
ツ
ー
リ
ス
ト
が
新
た

な
免
許
を
取
得
し
た
が
業
務
内

容
に
変
更
が
あ
る
か
？

　

２
種
免
許
に
切
替
て
、
募
集

型
の
旅
行
等
取
扱
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
　

︵
委
員
長　

星
野　

栄
二
︶

問

︵
農
林
建
設
課
︶

　
　
し
尿
な
ど
を
運
搬
す
る
車

両
の
景
観
へ
の
工
夫
は
で
き
な

い
か
？

　

誰
が
見
て
も
、
し
尿
運
搬
車
と

は
見
え
な
い
荷
台
三
方
を
覆
っ

た
工
夫
は
良
い
と
感
じ
ま
し
た
。

た
だ
し
運
搬
車
は
、
民
間
事
業

者
の
所
有
な
の
で
、
補
助
金
で

の
対
応
を
含
め
て
相
談
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
道
の
駅
と
役
場
来
庁
者
の

駐
車
場
は
共
有
す
る
の
か
？

　

役
場
来
庁
者
の
駐
車
場
は
、

現
状
よ
り
も
少
な
く
な
り
ま
す

が
、
老
朽
化
し
た
中
央
公
民
館

の
解
体
や
児
童
館
の
移
転
等
か

ら
駐
車
場
の
確
保
も
考
え
ら
れ
、

寄
居
山
公
園
ま
で
を
含
め
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
︶

　
　
道
の
駅
で
は
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
販
売
を
す
る
の
か
？

行
い
ま
し
た
。
整
備
を
進
め
る

中
で
も
協
議
、
協
力
を
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
　

か
た
し
な
や
開
業
時
に
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
街
道
組
合
と
協
議
を

︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
︶

　
　
花
の
谷
公
園
か
ら
寄
居
山

公
園
ま
で
の
将
来
構
想
は
何
年

位
か
け
て
整
備
す
る
の
か
？

　

拠
点
施
設
を　

年
に
開
業
す

る
た
め
に
、
国
へ
の
交
付
金
を

要
請
す
べ
く
、
内
閣
府
あ
る
い

は
農
林
水
産
省
と
協
議
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、

国
土
交
通
省
と
も
協
議
を
し
、
そ

の
後
の
整
備
は
、
財
源
確
保
に

努
め
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
︶

　

村
民
が
疑
問
に
思
う
事
な

ど
を
建
設
的
な
議
論
を
し
た

結
果
、
道
の
駅
整
備
を
望
む

村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

雇
用
創
出
の
取
組
、
議
会
で

承
認
し
た
経
緯
、
検
討
委
員

会
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
た

中
で
、
現
状
執
行
部
か
ら
の

議
案
提
案
が
無
い
な
か
、
請

願
の
願
意
を
尊
重
し
、
総
合
的

に
再
度
協
議
検
討
が
必
要
と

し
、
継
続
審
査
と
決
定
し
た
。

　

繁
忙
期
は
週
末
等
で
昼
前
後

が
予
想
さ
れ
、
授
業
日
、
通
学

時
間
と
異
な
り
ま
す
。
景
観
に

配
慮
し
た
植
樹
や
防
音
対
策
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
︶

一
、
平
成
　
年
度
補
正
予
算

　  

に
つ
い
て

二
、
所
管
事
務
に
つ
い
て

　
　
近
接
す
る
小
学
校
等
へ
の

騒
音
や
教
育
環
境
へ
の
影
響
が

あ
る
の
で
は
？

問　
　
多
く
の
人
が
集
ま
る
と
犯

罪
等
の
心
配
が
あ
る
と
思
う
が
？

問

　

現
況
の
歩
道
橋
南
側
の
村
道

を
拡
幅
し
て
出
入
口
を
考
え
て

い
ま
す
が
、
右
折
レ
ー
ン
の
設

置
や
誘
導
員
の
配
置
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
︶

設
内
に
福
祉
施
設
が
入
っ
て
い

る
例
や
保
育
園
が
隣
接
し
て
い

る
例
も
あ
り
ま
す
。

　

学
校
側
に
は
出
入
り
口
以
外

に
柵
が
で
き
る
予
定
で
国
道
を

境
に
す
み
分
け
さ
れ
、
必
要
に

応
じ
て
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
、

ガ
ー
ド
マ
ン
の
配
置
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　

全
国
的
に
見
る
と
同
じ
よ
う

な
条
件
は
多
々
あ
り
ま
す
。
施

︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
︶

　
　
日
光
、
尾
瀬
方
面
か
ら
の

車
が
多
く
な
り
出
入
り
す
る
為
、

交
通
渋
滞
や
交
通
事
故
が
予
想

さ
れ
る
が
？

問

27

2829

29

，

「道の駅建設に対して

　　　　　　慎重審議を求める請願書」
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行政視察報告 6

清川村関係者から移住・定住促進
について説明を受ける

檜原村関係者から廃校舎利用等
について説明を受ける

熱心に檜原自然の家を
視察する

■
視
察
の
結
果

①
清
川
村
は
、
首
都
　
　
圏
で

神
奈
川
県
西
北
部
の
東
丹
沢
山

麓
に
位
置
す
る
神
奈
川
県
で
唯

一
の
村
で
す
。

　
全
域
が
丹
沢
大
山
国
定
公
園

と
県
立
丹
沢
自
然
公
園
に
指
定

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
総

面
積
の
　
％
が
山
林
で
占
め
ら

れ
て
い
る
自
然
と
動
植
物
の
宝

庫
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
恵
ま
れ
た
条
件
を

活
用
し
、
環
境
の
保
全
と
健
全

財
政
運
営
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、

明
る
く
元
気
に
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
檜
原
村
は
、
東
京
都
の
西
に

位
置
し
、
一
部
が
神
奈
川
県
と

山
梨
県
に
接
し
て
い
ま
す
。

　
村
の
周
囲
を
急
峻
な
山
嶺
に

囲
ま
れ
、
総
面
積
の
　
％
が
山

林
で
平
坦
地
は
少
な
く
、
村
の

大
半
が
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公

園
に
含
ま
れ
て
い
て
、
木
材
等

の
自
然
の
恩
恵
を
地
域
産
業
と

結
び
つ
け
、
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

①
清
川
村
は
、
　
年
前
か
ら
毎
年

約
　
人
の
ペ
ー
ス
で
人
口
が
減

り
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

年
の
９
月
１
日
か
ら
、
村
へ
の

移
住
・
定
住
促
進
策
と
し
て
、

村
が
宅
地
開
発
し
た
分
譲
地
６

区
画
の
購
入
費
を
最
大
４
０
０

万
円
割
引
く
減
額
制
度
を
設
け
、

村
が
打
ち
出
す
地
方
創
生
戦
略

と
し
て
、
大
胆
な
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
ま
し
た
。
整
備
し
た
宅
地

は
、
１
区
画
あ
た
り
約
１
６
５

平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
加
え
、

家
庭
菜
園
が
付
き
、
価
格
は
９

７
０
万
円
台
が
中
心
と
い
う
安

さ
で
す
。

　
ま
た
、
出
産
祝
い
金
　
万
円
、

村
立
幼
稚
園
の
保
育
料
無
料
、

本
厚
木
駅
ま
で
通
学
費
半
額
補

助
な
ど
、
様
々
な
子
育
て
支
援

策
を
実
施
し
て
お
り
、　 

月
か

ら
は
村
内
に
住
宅
を
新
築
・
購

入
し
た
人
に
、
最
大
１
０
０
万

円
を
交
付
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
ま
し
た
。

　
片
品
村
に
お
い
て
も
、
村
営

住
宅
や
空
き
家
紹
介
、
家
賃
補

助
だ
け
で
な
く
、
移
住
・
定
住

に
向
け
た
取
組
が
必
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

校
舎
が
建
築
さ
れ
、
そ
の
後
、
昭

和
　
年
ま
で
の
４
年
間
で
残
り

の
６
小
学
校
を
統
合
し
、
中
学

校
も
３
校
を
昭
和
　
年
に
統
合

し
ま
し
た
。
統
合
に
よ
り
廃
校

に
な
っ
た
校
舎
は
、
順
次
取
り

壊
し
更
地
に
さ
れ
ま
し
た
が
、

数
馬
分
校
は
資
料
館
施
設
と
し

て
活
用
し
、
旧
藤
倉
小
学
校
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
東
京

都
渋
谷
区
が
社
会
教
育
事
業
の

一
環
と
し
て
、
昭
和
　
年
７
月

に
廃
校
と
な
っ
て
い
た
﹁
北
檜
原

小
学
校
﹂
を
宿
泊
施
設
と
し
て
賃

借
し
、
渋
谷
区
在
勤
・
在
住
者

に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
廃
校
舎
は
、
こ
の
よ
う
に
し

て
三
十
年
近
く
に
渡
り
使
わ
れ

て
い
る
実
績
が
あ
り
、
施
設
の

維
持
・
管
理
費
は
全
て
渋
谷
区

の
負
担
で
、
利
用
客
に
は
無
料

で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
片
品
村
も
、
３
小
学
校
の
閉

校
後
の
対
策
を
早
急
に
進
め
、

将
来
の
負
の
遺
産
と
な
ら
な
い

よ
う
な
取
組
が
必
要
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

②
檜
原
村
は
、
昭
和
　
年
に
２

つ
の
小
学
校
を
統
合
し
新
た
な

■
視
察
の
概
要

90
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61

57
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～行政視察報告～

■視察の期日

■視察の場所

■視察の目的

平成 27年 10 月 28 日〜29 日

①神奈川県清川村

②東京都西檜原村

①先進的な移住・定住促進に取組んでい

る清川村を視察し、片品村人口減少対策

に役立てるため。

②先進的な廃校舎の跡地利用に取組んで

いる檜原村を視察し、廃校になる片品村

の３小学校の跡地利用に役立てるため。



観光産業常任委員会

①
北
本
地
区
衛
生
組
合
︵
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
あ
さ
ひ
︶
は
、
し
尿

等
の
処
理
を
共
同
処
理
す
る
た
め
、

昭
和　

年
に
北
本
市
・
鴻
巣
市
・

久
喜
市
・
吉
見
町
の
近
隣
の
３
市

１
町
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
一
部
事

務
組
合
で
す
。
運
営
す
る
処
理
施

設
は
最
新
技
術
を
導
入
し
、
高
負

荷
脱
窒
素
処
理
に
よ
り
生
活
環
境

保
全
の
た
め
の
環
境
対
策
や
適
正

な
処
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
か
ら
は
、
近
隣
住
民

の
環
境
不
安
を
解
消
す
る
た
め

脱
水
汚
泥
に
よ
る
肥
料
化
を
行
い
、

地
域
住
民
の
快
適
な
生
活
を
守
る

た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る　

を
排
出
し
な
い
環
境
に
優
し
い
ク

リ
ー
ン
な
処
理
方
式
を
導
入
し
て

い
ま
す
。

7 行政視察報告

バキュームカーに見えない工夫

クリーンセンターあさひの
施設内を見学

■
視
察
の
結
果

②
北
本
ト
マ
ト
の
歴
史
は
古
く
、

大
正
時
代
に
石
戸
地
区
に
お
い
て
、

ア
メ
リ
カ
へ
輸
出
す
る
種
を
採
る

た
め
に
、
日
本
の
中
で
も
早
く
か

ら
ト
マ
ト
の
栽
培
が
始
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

昭
和
初
期
に
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム

の
加
工
商
品
を
開
発
し
、
昭
和
３

年
に
は
御
大
例
博
覧
会
で
表
彰
さ

れ
、
日
本
一
美
味
し
い
と
さ
れ
ま

し
た
。

　

現
在
は
、
北
本
ト
マ
ト
と
名
を

変
え
て
ト
マ
ト
カ
レ
ー
な
ど
商
品

開
発
化
し
販
売
す
る
と
と
も
に
、

全
国
ご
当
地
カ
レ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ

で
優
勝
す
る
な
ど
、
全
国
的
に
評
価

を
得
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
や
ト

マ
ト
カ
レ
ー
パ
ン
も
商
品
と
し
て

民
間
企
業
か
ら
発
売
さ
れ
て
お
り
、

市
内
飲
食
店
で
は
ト
マ
ト
カ
レ
ー

の
メ
ニ
ュ
ー
が
多
く
、
２
億
６
千

万
円
ほ
ど
の
経
済
波
及
効
果
及
び

宣
伝
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

①
片
品
村
は
、
公
共
下
水
道
・
農

業
集
落
排
水
・
合
併
処
理
浄
化
槽

の
水
洗
化
が
普
及
し
て
い
ま
す
が
、

下
水
道
接
続
率　

％
、
農
業
集
落

排
水
接
続
率　

％
、
合
併
浄
化
槽

設
置
２
６
２
戸
、
そ
の
他
下
水
道

未
接
続
箇
所
が
１ 

７
３
０
戸
と
い

う
現
状
の
な
か
、
家
庭
か
ら
発
生

す
る
し
尿
や
生
活
排
水
処
理
施
設

の
整
備
が
急
務
で
す
。

　

北
本
地
区
衛
生
組
合
が
取
り
組

ん
で
い
る
脱
水
汚
泥
に
よ
る
肥
料

化
、
運
搬
す
る
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー

を
誰
が
見
て
も
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー

に
見
え
な
い
様
に
荷
台
三
方
を
覆

い
、
景
観
に
配
慮
し
た
車
両
へ
の

改
良
は
、
片
品
村
で
も
早
々
に
実

施
で
き
る
施
策
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

②
標
高　

ｍ
の
台
地
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
北
本
ト
マ
ト
の
年
間
収
穫

量
は
尾
瀬
ト
マ
ト
の　

％
に
あ
た

る
３
８
５
ト
ン
で
、
収
穫
時
期
は

２
月
か
ら
７
月
と
片
品
村
の
収
穫

時
期
前
で
す
。
歴
史
を
背
景
に
ト

マ
ト
を
利
用
し
、
ト
マ
ト
カ
レ
ー

な
ど
の
商
品
開
発
や
料
理
コ
ン
テ

ス
ト
、
ご
当
地
イ
ベ
ン
ト
開
催
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
取
組
が
重
要

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

実
食
の
ト
マ
ト
生
産
量
は
尾
瀬

ト
マ
ト
が
上
回
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
商
品
数
や
地
域
商
店
の

活
性
化
に
伴
う
取
組
は
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
本
村
の
生
産
者

も
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
直
接

市
場
へ
販
売
で
き
な
い
品
物
の
有

効
活
用
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
民

間
企
業
等
と
連
携
し
商
品
開
発
や

販
路
の
拡
大
、
地
域
活
性
化
に
結

び
つ
け
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

CO2

26
39

65

30

17

56

北本市役所では北本トマトを活用した
まちづくりについて視察

■
視
察
の
概
要

～行政視察報告～

■視察の期日

■視察の場所

■視察の目的

平成 27 年 10 月 28 日〜 29 日

①埼玉県　北本地区衛生組合

②埼玉県北本市

①先進的な、し尿・生活排水処理に取組
んでいる北本地区衛生組合を視察し、片
品村の生活環境保全に役立てるため。

②トマトを活用して先進的な「まちづ
くり」に取組んでいる北本市を視察し、
片品村の産業振興に役立てるため。

，



議会広報研修会議会広報研修会
平成27年 11月 27日（金）群馬県市町村会館

平成 27年 10月 30日（金）吉岡町文化センター
町村議会議員研修会町村議会議員研修会

日光市議会との交流会実施

檜枝岐村との交流会実施

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

研修会・交流会 8

講師　編集・出版アドバイザー　芳野　政明氏

　議会広報研修会に本年も編集委員が参加をし、そこで感じたことをお伝え
します。
　申すまでもなく議会だよりは村民ならびに有権者と議会を直接むすぶ糸で
あり、これをより太くしてゆくことが議会ならびに政治の信頼性を高めるこ
とだと思えます。
　昨今わが国においては地方議員のさまざまな不祥事が表沙汰になり、地方
議会不要論まで出る中、県下の議員も危機感が同じなのか会場の熱気は年々、
高まっているようです。
　私たちは一日を使って「伝える力」を学んだのですが、やはりこれは伝える中味があってこそです。素材に勝る
料理なし、との言葉もあり、まず公益を追求した充実した議会活動あってこそ誌面は説得力を持ちます。このこと
を肝に銘じて今後の紙面づくりに取り組んでいきたいと思います。

「伝える力と伝える中味」

　平成２７年１１月１２日（木）、日光市議会・片品村議会交流会が日光市議会の議長、

副議長、産業観光常任委員長をはじめとする７人の議員と片品村の議員９名が出席し、

日光市の日光街道ニコニコ本陣多目的ホールにおいて行われました。

　交流会は、両市村の議会が交流を図って相互に連携し、情報交換を通じて国道１２０

号線の年間開通や観光振興を進めるべく、平成２１年度から定期交流を続けています

が、さらなる前進に向けての相互の意見交換を行いました。

　その結果、国道１２０号線の周遊マップ、楽ドラの利用方法について、今後、さら

に両市村で観光関係者へＰＲしていくよう働きかけることになりました。

　また、日光市議会側から提案された、片品フェアの開催を、片品村議会としても行

政及び関係機関へ働きかけていくことになりました。

　平成２７年９月２８日（月）、檜枝岐村議会・片品村議会交流会が栃木県宇都宮市に

おいて行われ、次のような協議が行われました。

　まず、国道４０1号線道路改良整備促進については、両県で課題となっている未改

良区間及び平成１９年の交流会で示した未開通区間の整備を今後も、協力して実現で

きるよう、国に要望活動をしていくことの重要性を確認しあいました。

　また、今後の両村観光については、尾瀬を中心に観光客を呼べる企画（モデルコース

等）を作成し、連携のとれた集客を目指す必要性について、意見交換が行われました。

　そして、来年度に文化交流として片品村の収穫祭で上演していただく、檜枝岐歌舞

伎について「多大な協力をする」という力強いお言葉をいただきました。

　このように、今後の両村の発展に繋がる実のある交流会が実施できました。

①増田レポートと政府の立場との関係や東京一極集中の問題、望ましい地方
版総合戦略のあり方等多面的な視点から人口維持・地域存続の対策について

②憲法の役割と憲法の三原則である国民主権、基本的人権の尊重、平和主義
の関係等について

講師　首都大学東京　准教授　山下　祐介　氏

講師　弁護士（株）法学館・伊藤塾塾長　伊藤　真　氏

のお二人に大変わかり易い講演をしていただきました。

檜枝岐村議会との交流会の様子

町村議会議員研修会の様子

議会広報研修会の様子

交流会に参加した両市村の議員



先輩議員からのひと言

議員ＯＢの声9

入
澤
登
喜
夫

今
井
　
　
功

星
野
　
逸
雄

千
明
　
道
太

星
野
　
精
一

梅
澤
　
志
洋

星
野
　
栄
二

髙
山
　
悦
夫

萩
原
　
正
信

後
藤
　
眞
平

千
明
　
　
勉

議
員
名

議
決
結
果

議
案
内
容

議
案
番
号

個人番号の利用に関する

条例の制定

児童館の設置及び管理に

関する条例の一部改正

防災行政無線施設の設置

及び管理に関する条例の

一部改正

工事請負契約の締結

一般会計（第３号）

国民健康保険特別会計（第２号）

介護保険特別会計（第 3号）

人権擁護委員候補者の推薦

税条例の一部改正

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

全会一致

原案可決

全会一致

原案可決

全会一致

原案可決

全会一致

原案可決

全会一致

原案可決

全会一致

原案可決

全会一致

原案可決

全会一致

原案可決

全会一致

原案可決

議　案

第61号

議　案

第62号

議　案

第63号

議　案

第64号

議　案

第65号

諮　問

第２号

議　案

第66号

議　案

第67号

議　案

第68号

条
例
制
定
及
び
一
部
改
正

平
成
　
年
度
補
正
予
算

人
事

契
約

１２月定例議会の主な議案内容及び議決一覧

さん星野　本三

議員任期 平成７年４月 〜 平成１１年４月
（摺渕）

　
私
の
在
任
中
は
、
議
員
定
数
が
　
名
で
し
た
。

　
名
に
削
減
へ
、
と
の
区
長
会
か
ら
の
提
言
を
受

け
、
検
討
委
員
会
を
設
け
て
賛
否
両
論
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　
私
は
削
減
に
は
反
対
で
し
た
。
今
で
も
変
わ
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
議
員
を
減
ら
せ
ば
経
費
を
削
減

す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
、
と
い
っ
た
意
見
も
出

ま
し
た
が
、
議
員
は
経
費
削
減
の
対
象
に
な
る
ほ

ど
、
軽
々
し
い
存
在
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　﹁
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
﹂
と
言
い
ま
す
。

議
員
の
数
が
多
け
れ
ば
、
議
会
に
多
様
な
村
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
、
よ
り
民
主
的
で
公
平
な
村
づ

く
り
を
期
待
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
ま
た
、
多
く
の
目
で
、
議
会
の
役
割
の
１
つ
で
あ

り
ま
す
行
政
の
執
行
を
監
視
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
議
員
の
削
減
は
、
地
方
政
治
の
弱
体
化
を
も
た

ら
し
ま
す
。
地
方
創
生
と
い
う
言
葉
が
、
地
方
の
生

き
残
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
昨
今
で
す

が
、
議
員
一
人
ひ
と
り
の
力
量
が
大
き
く
求
め
ら

れ
、
逆
に
定
数
も
増
や
し
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
仮
に
、
村
民
の
意
思
が
十
分
に
反
映
さ
れ
な
い

状
況
で
あ
れ
ば
、
住
民
投
票
条
例
を
制
定
し
て
、

村
民
の
意
見
を
最
大
限
に
尊
重
す
る
選
択
肢
も
一

手
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
議
員
各
位
の
ご
奮
闘
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

27

18

20



フか た し な トギ ラ リーオ ヤ

議 会 活 動 日 誌
10月

11月

12月

1月

編  

集  

後  

記

３月議会を傍聴しませんか！

フか た し な トギ ラ リーオ ヤ

武尊根小独立５０周年式典 新年賀詞交歓会消防団出初め式

議 会 活 動 10

発
行
　
片
品
村
議
会
　  

責
任
者
　
星
野
　
千
里
　  

編
集
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
　 

印
刷
所
　
笠
原
印
刷︵
有
︶

○傍聴のお知らせ

30 日

28〜29日

8 日

9 日

11 日

〃
14 日

17 日

19 日

〃
20 日

総務文教常任委員会行政視察

（神奈川県清川村ほか）

観光産業常任委員会行政視察

（埼玉県北本市ほか）

群馬県町村議会議員研修会

道路愛護巡回督励

第７回議会臨時会

町村議会議長全国大会

豪雪地帯町村議会議長全国大会

武尊根小独立 50 周年記念式典

むら・ひと・しごと創生本部有識者会議

議会運営委員会

議会全員協議会

群馬県知事と町村議長との懇談会

20 日
27 日

片品村社会福祉大会

議会広報研修会

4 日

〃

〃

〃

8 日

〃

9 日

11 日

〃

〃

14 日

17 日

6 日

〃

10 日

片品村降雪安全祈願祭

第８回議会定例会（12 月議会）開会

補正予算説明会

第１回議会広報編集特別委員会

観光産業常任委員会

総務文教常任委員会

片品村社会福祉協議会理事会・評議委員会

第８回議会定例会（12 月議会）閉会

第２回議会広報編集特別委員会

ホワイトワールド尾瀬岩鞍安全祈願祭

武尊牧場・オグナほたか安全祈願祭

スノーパーク尾瀬戸倉安全祈願祭

消防団出初め式

新年賀詞交歓会

片品村成人式

　
ひ
と
月
ほ
ど
前
の
新
聞
で
、
住
民

投
票
が
各
地
で
増
え
て
い
る
と
の
記

事
が
あ
り
ま
し
た
。
私
な
り
に
こ
れ
を

分
析
し
て
み
る
と
、
ひ
と
つ
目
は
、
国

民
が
主
権
者
の
自
覚
を
持
ち
始
め
た

と
考
え
ま
す
。
ふ
た
つ
目
は
、
議
会

が
民
意
を
充
分
に
反
映
し
て
お
ら
ず
、

間
接
民
主
主
義
が
し
っ
か
り
と
機
能

し
て
い
な
い
状
態
が
あ
り
、
そ
れ
が

為
に
こ
の
よ
う
な
住
民
運
動
が
生
ず

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
　
人
の
議
員
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
胸
に
手
を
あ
て
て
村
民
の
声
に

耳
を
傾
け
て
い
る
の
か
を
常
に
自
問

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
汲
み
あ
げ
た
皆
さ
ん
の
声

を
村
づ
く
り
に
生
か
し
て
ゆ
く
義
務

も
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
き
び
し
い
目
線
が
よ
り

豊
か
な
政
治
を
生
み
だ
し
て
ゆ
く
の

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

12

次回定例会は、３月３日（木）の予定です。

 一般質問は、開会初日です。なお、一般質問の質疑応答（全文）は片品村公式ホームページ（HP）
にて閲覧できます。HP 掲載写真はフルカラーです。　
URL　http：//www.  vill. katashina.gunma.jp/

議会広報編集特別委員会

委員長

副委員長

委  員

委  員

委  員

委  員

星野　精一

今井　　功

星野　千里

星野　逸雄

髙山　悦夫

千明　　勉

編
集
委
員
長

星
野  

精
一


